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NICT レジリエントICT研究センターのご紹介

発足経緯

東日本大震災の教訓を生かし、総務省が研究開発委託事業「情報通信ネットワークの耐災害性強化
の研究開発」(H23第3次補正事業)等を実施

役割

• 災害に強い情報通信実現のための産学官連携拠点を被災地域において形成

• 研究推進のためのテストベッドの構築

• 東北地域での産官学連携やICT利活用を推進

沿革

H24.  1  東北大学との間で協力協定を締結

H24.  4  NICT耐災害ICT研究センター設立

H24.  5  耐災害ICT研究協議会発足

H26.  3  耐災害ICT研究センター開所式及び本格稼働

H26.  9  内閣府SIP「レジリエントな防災・減災機能の強化」課題受託

H27.  3  国連防災世界会議にてシンポジウム、展示等

H27.  8  耐災害ICT研究協議会活動が産学官連携功労者表彰総務大臣賞受賞

H28.  4  熊本地震被災地に対する支援活動実施（研究成果の実利用）

H29. 4 地域連携・産学連携推進室 東北ICT連携拠点を設置

H29.10  立川地区での中央省庁災害対策本部設置準備訓練参加

H30.12  内閣府SIP2期「国家レジリエンス（防災・減災）の強化」課題受託

R03.  4  レジリエントICT研究センターへ名称変更

レジリエントICT研究センター
（東北大学片平南キャンパス内）

光ネットワーク実験装置

大規模計算機クラスタ
（DISAANA, D-SUMM等のデータ処理を実行）
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レジリエントICT研究センターの概要（ネットワーク研究所パンフレットより） 2

東北ICT連携拠点



東北ICT連携拠点の活動 3

LPWA＆NerveNet
簡易通信機器

東北地域の大学等

・研究開発
・ICT教育
・人材育成

ICTを活用した
地域課題解決の
アイデア出し

技術課題フィードバック

お貸出し

• テストベット環境の提供
（キャラバンテストベッド）

• 地域課題解決へのアイデア出し

共同研究
地域課題解決

◆ 東北大学－NICTマッチングファンド事業
◆ 地域ＩＣＴオープンプラットフォーム展開活動（弘前大学、秋田県立大学、山形大学と共同研究を実施中）

【NICTが提供する総合テストベッド】

令和2年度情報通信研究機構年報より

https://testbed.nict.go.jp/

https://testbed.nict.go.jp/


東北ICT連携拠点の活動 4

◆ 委託研究に係る公募説明会の開催・各種フォローアップ
• 以下の委託研究について、7月14日に東北総合通信局と連携して公募説明会を開催
• 提案に向けて個別フォローアップを実施

仮題226 データ利活用等のデジタル化の推進による社会課題・地域課題解決のための実証型研究開発
情報通信記述によるデータ収集とデータ利活用技術の研究開発によるデジタル社会の推進を目指して

• 地球規模の課題や、ニューノーマルへの対応、レジリエントで安全・安心な社会の構築、都市と地方の格差問題といった多岐にわたる社会課題・地域課題に
対し、情報通信技術（ICT）とデータを活用したデジタル化の推進による課題解決が望まれる。

• 情報通信研究機構（以下「機構」）は、自ら行う「重点研究開発分野の研究開発等」の業務と連携し、企業・大学等との共同研究、委託研究、研究開
発成果の標準化、国際展開、ベンチャー創出等に積極的に取り組み、研究開発成果の普及や社会実装に向けた取組を実施し、その中で、社会課題・地域
課題解決や社会システム変革、新たな価値創造等に資するイノベーション創出及びSDGsの達成への貢献を目指すものとされている。

• 社会・地域の様々な課題に対し、新たなICTに関する研究開発、データ利活用等のデジタル化につながる実証型の研究開発を推進し、持続可能なサービス
基盤の創出などを通じて、経済の活性化のみならず国民の安全・安心や多様な幸せの実現に寄与する。

• 本研究開発では、この委託研究の受託者に提供可能な機構発技術シーズを提示し、機構だけでは発想し得なかった地域の課題に、機構発技術シーズを用
いた新たな解決方法を確立することで、新しいサービスの創出や社会実装の機会を拡大させることも重要な目的の一つとする。

• 本研究開発は、多岐にわたる社会課題・地域課題の中から提案者が分野と課題を
選定し、ICTとデータを活用したデジタル化の推進による解決を目指した研究開発を
行い、その成果を、その課題を抱える地域で実証する実証型の研究開発である。

• 自走可能な形態による社会実装を目指し、ビジネスプロデューサーの設置と産学官
等の連携による複数者での実施体制を条件とする。

• 提案課題の設定にあたっては、以下に示す事項のいずれかに繋がること。
1) データ流通やオープン化の促進
2) ICTによる良質なデータの収集・利活用による新たな価値創造
3) 民間の取組が難しい条件不利地域や社会的弱者等の課題解決
4) 研究開発成果の社会実装、デジタル化の推進

• あらかじめ提示された機構発技術シーズを用いることも可能。

研究開発期間：2022年度（契約締結日）～2024年度末（2023年度に2024年度以降の継続を判断する中間評価を実施）
研究開発予算：各年度、1件当たり総額10百万円（税込）上限 採択件数：最大10件

背景と課題

研究開発の目的

研究開発の内容



テーマ 横丁・中心市街地の課題と活性化
のポイント

仙台都市圏の魅力をICTで創り発信
する

オープンデータを活用した仙台都
市圏の課題解決

まちの魅力発信/住みやすいまちに
活かすオープンデータ

ICTでつくるみらい社会
－10年先のICTでくらしを豊かに－

開催日 2018年11月17,18日 2019年9月7,8日 2021年3月6,7日 2021年12月4,5日 2022年10月1,2日

開催場所 東北大学電気通信研究所本館 東北大学電気通信研究所本館 オンライン（Zoom） オンライン（Zoom） オンライン（Zoom）

参加者 社会人3人、大学生19人、
高専5人、計27人

社会人12人、大学生9人
計21人

社会人等6名、大学生16名、
高校生1名、計23名

社会人9人,大学生15人
計24人

20名程度

地域連携を推進する取組 5

20182017 2019 2020 20222021

「ICTによる地域振興と産
学官連携」
2019年8月22日(木)

秋田大学手形キャンパス

発表8件
＋招待講演
＋パネルディスカッション

共催：総務省SCOPE

サポーティングG

「ICTによる東北地域振興」

2018年9月6日(木)

岩手大学上田キャンパス

発表9件

「ICTによる地域振興と産
学官連携」
2020年8月27日(木)

オンライン（日本大学）

発表10件
＋招待講演
＋パネルディスカッション

共催：総務省SCOPE

サポーティングG

「ICTによる東北地域振興」

2017年8月24日(木)

弘前大学文京町地区キャンパス

発表10件

「ニューノーマルにおけるICT 

－地域課題への利活用－」
2021年8月26日（木）
オンライン（八戸工業大学）

発表7件
＋招待講演3件
＋パネルディスカッション

大会と連動した運営

「地域課題とICT」

2022年8月23,24日（火,水）
オンライン（東北学院大学）

発表9 件
＋招待講演1件
＋バーチャルラボツアー

大会と連動した運営

◆ アイデアソン・
ハッカソンの開催
・地域課題の解決に
ICTを利活用する
アイデアを発表

・アイデアを研究に
フィードバック

◆ 企画セッション＠電気関係学会東北支部連合大会の開催
・ICTを用いた地域課題の解決/連携の成果の発表、新しい連携の促進

・一般の方が無料参加できる関連オープンオンラインイベントを実施

https://www.nict.go.jp/resil/ideathonSendai2021/


イベント予定 6

NICT オープンハウス2022 in 仙台

レジリエントICT研究シンポジウム 2022＋

レジリエントICT研究センター設立10周年記念
耐災害ICT研究協議会発足10周年記念

※ 詳細は、ホームページ（https://www.nict.go.jp/resil/）で近日公開！

両日とも10:00～16:00

（会場） TKPガーデンシティ仙台
21階ホール21A・21B
※ 展示は講演会場隣（ホール20C）で行っています。

（主催） 国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）

耐災害ICT研究協議会

13:30～17:00（講演） ※展示は12:00～18:00

◆ 基調講演（予定）
総務省 竹内 芳明 総務審議官

◆ 講演（予定）
KDDI総合研究所 中村 元 代表取締役所長
東北大学電気通信研究所 羽生 貴弘 所長
東北大学災害科学国際研究所 今村 文彦 所長
NICTレジリエントICT研究センター 井上 真杉 研究センター長

◆ 特設サイトから一般公開（研究紹介・体験コーナー・Ｑコーナー等を予定）［オンライン］

◆ 親子電子工作教室（ラジオ工作、オルゴール工作を予定）［事前申込が必要です］

https://www.nict.go.jp/resil/oh2022/index.html

https://www.nict.go.jp/resil/
https://www.nict.go.jp/resil/oh2022/index.html

